


保健師の八材育成に必専なもの r
平成 24年 7月 7日 に開催された、愛知県看護協会保健師職能研修会には 63名 の参加がありました。
今年は「保健師職能団体の意味するもの～保健師の人材育成の視点から～」と題 して、保健師職能に求め

られるものについて、みなさんと学ぶことを目標としました。

1.報告概略
<地域からの報告>

<職域からの報告 >

昭修後の7ンケートよιII点粋 ～活動の展開に必要なこと(自分)～
こ地区診断をしながら事業を利用していく視点を持ちたい。

・ リーダーとして自分がすべきことではなく、リーダーをつくる仕掛けづくりの必要性。
由今後の自分の役割について横のつながりを作っていくことが必要と感じた。
,自分自身がもっていなくてはいけない視点など学びました。嘆いているだけでは何も改善しない。

・上からふってくる事業をただこなすことにいっばいにならず、自分の担当の地区の問題や現状を見るこ

とが大切と思つた。

講演概略

久常先生の講演にはみなさん惹きつけられ、パワーをいただきました。

3.意 見交流 (グループワーク )
・保健師職能について考える機会となり、意見交換ができた。

・他所属の人と時間を共有できたことは自分の周囲を見直し、ふりかえることにつながった。
。他の職場の実態を知ることができた。共通な課題もあり、意識の共有ができたりしたことはよかった

が、やはり少し時間がたりないかなとも感じた。

4.アンケー ト結果 (回答者 57名 )
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硼修後のアンケートよιI孝庶粋 ～活動の展開に必専なこと(職場)～
・「忙しい」の一言で暖昧にせず、できる時期、メンバー、内容でも定期的な課題共有の時間を作る。
。今いる人達で最高の仕事をするためのしくみを考えていきたい。

・自分の学びは次の保健師活動する力に変えていけることを伝えていくことが大切だと思う。

「課、所属の中での横のつながりを意識 して業務をすすめていくことが大切。

1.報告 :保健師活動強化コンサルテーション事業を受講して
「地域からの報告」母子保健  江崎 道代さん (名古屋市南区役所)
「職域からの報告」生活習慣病 近藤 直子さん (東海旅客鉄道株式会社 )

2.講演 :保健師職能団体の意味するもの～保健師の人材育成の視点から～
久常 節子先生 (前 日本看護協会長)

3.意見交流 (各機関の課題と取り組み等のグループワーク)

●職能団体として行政の中で、ポジジョンを確保することは発言力を持つために大切である。

●看護の質を上げる教育をすることは、強いては保健師の質を上げる教育につながる。教育は研

修をしていればよいのではなく、研修を制度化することが重要である。制度化していくことは、

最終的に保健師の地位を上げていくことにつながる。

●保健師活動の課題は、昭和 20年代から形を変えて消えずに残っており、更に難しさを増した
課題が積み重なってきている。そのため以前の 1.5倍は業務が増えている現状にある。
●役人が事業をつくって、事業が上からぶってくるとい

う感覚があるかもしれないが、日本の中から出てきた

課題が事業化されているので必要な施策である。

0自分の職場を変えたければ、他市の優れているところ

を見て、自市と何が違 うのかを探ることが大切。

●分散化されたものをどうやって機能化させるかについ

ては、部署は違っても共通する日果題はあるか、保健師

同士で話し合い、みんなで考えることが必要である。

解決しないことを繰 り返していても意味がない。場を

設定すれば、誰でも考えることができる。

ス常先生

組織を巻き込んで保健師全員で実践すること

が重要で、係員全員で話し合 うことでモチベー

ションの向上、問題′点の洗い出しや事業の体制

の見直し、評価方法の可視化につながった。

また、思いだけでは組織は動かせないため、

どんなデータを出せば説得させられるかを意識

し、常に主役は誰かを問いかけながら目指すべ

き姿を明確にしていきたい。

江崎さん

近藤さん
事業に振 り回されている自分を見つめ直

し、今まで実施してきたことを再検討した。

その結果、若年者へのアプローチが不足し

ている現状がわかり、データを分析し職場へ

協力依頼するという活動が展開できた。

企業の目標に沿つて保健指導を意識的に

まとめていき、自分が説得に動くのではなく

職場とどのような連携が必要かを考えてい

きたい。
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